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 私には 4歳と 1歳の CODA（コーダ）の娘が 2人いるのですが、最近、下の

娘が手話を出すようになりました。 

「さつまいも」や「おいしい」。娘が「おいしい」をやるとこうなります。あ

とは…これですね。「（○○が）欲しい」という意味です。あとは何があったかな

…「欲しい」と…あ、これですね。「バイバイ」という意味です。 

それ以外には、私が話しかけている手話を、意味を分かってというのではなく

とにかく真似しています。例えば私が表した娘のサインネームを真似してげん

こつでこのように表していたり、「パパ」や「ママ」を人差し指でこうやったり。 

いずれ大きくなり、手話（意味）が分かるようになって、色々話してくれるの

が楽しみです。 

 


